






























































































































































































































































本症例　　　58 4 24×22×15．5　　malignant2．6 8．1 55，4 （一）
これには血管増生や炎症の程度が関係していると
思われた．
　乳腺葉状腫瘍の治療は組織型に関わらず外科的
切除が第一選択であるD．腫瘍が大きくない場合
は局所切除が施行されることが多いが，本症例で
は腫瘍が巨大であることから単純乳房切除を選択
した．腫瘍切除によって貧血，栄養状態が改善さ
れ，QOLを大きく改善することができた．
　悪性葉状腫瘍における遠隔転移は約25％とされ
ており，肺，胸膜，転移が多い．一方，リンパ節
転移は5％以下と言われているD．また局所再発
が問題となることが多く，良性・悪性とも約20％
に再発が認められており，悪性の場合の再発まで
の期間は平均約22ヶ月とされているD．本症例は
悪性葉状腫瘍であり，今後転移や再発に注意して
フォローしていく必要があると考えられる．
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